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冒
頭
、
昨
年
度
ご
逝
去
さ
れ
た
15
名
の
物
故
者
に

対
し
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
た
。

１
　
開
会
の
こ
と
ば

菅
原　
　
壽　
副
会
長

２
　
会
長
挨
拶

吉
川　
健
次　
会　
長

　
今
年
の
県
研
修
・
親
睦
会
は
、
盛
岡
地
区
が
主
管

で
あ
り
、
60
周
年
記
念

大
会
と
併
せ
て
開
催

し
ま
す
。
９
月
に
つ
な

ぎ
温
泉
ホ
テ
ル
紫
苑

で
行
い
、
講
演
会
講
師

に
は
「
第
46
代
南
部
家

当
主
、
南
部
利
文
氏
」

に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
二
日
目
に
は
盛
岡
市
内
施
設
５
か
所
の
見
学
研

修
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
で
参
加
し
、
祝
い
、
研
修・

親
睦
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
本
日
の
議
題
に
も
あ
り
ま
す
「
平
和
を
考

え
る
絵
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
こ
れ
は
今
年
で
４
年

目
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
昨
年
度
は
能
登
半
島

地
震
へ
の
義
援
金
も
お
願
い
し
て
石
川
県
退
職
校
長

会
へ
お
贈
り
し
、
丁
寧
な
お
礼
状
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
度
は
12
名
の
班
長
さ
ん
が
代
わ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
班
長
さ
ん
に
は
感
謝
す
る
と
と
も
に
新

し
い
班
長
さ
ん
方
に
は
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
春
17
名
の
新
加
入
の
方
々
が

あ
り
大
歓
迎
で
す
。
本
日
は
５
名
総
会
に
参
加
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。︵
一
人
ず
つ
紹
介
︶

　

本
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、
年
２
回
の
班
長
会
、

年
４
回
発
行
の
会
報
、
７
月
の
合
同
研
修
会
、
10
月

の
こ
の
指
と
~
ま
れ
事
業
、
11
月
の
研
修
・
慶
祝
会

と
計
画
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

３
　
感
謝
状
贈
呈

・
第
１
班
班
長

壽　
　
哲
夫
様
︵
12
年
間
︶

・
第
19
班
班
長

伊
藤　
和
史
様
︵
10
年
間
︶

・
第
25
―
１
班
班
長

畠
山　
博
明
様
︵
６
年
間
︶

・
第
30
―
３
班
班
長

川
守
田　
毅
様
︵
６
年
間
︶

　
４
名
の
方
は
ご
欠
席
の
た
め
紹
介
の
み
で
、後
日
、

事
務
局
よ
り
「
感
謝
状
、
祝
品
、
賞
状
」
を
届
け
る
。

４
　
来
賓
祝
辞

○
盛
岡
市
教
育
委
員
会
教
育
長
代
理

　
　
参
事
兼
学
務
教
職
員
課
長　
　
髙
橋　
長
兵
様

　
盛
岡
市
教
育
振
興
基
本
計
画
に
則
り
、
市
教
委
で

は
、
学
力
向
上
や
い
じ
め
不
登
校
対
策
に
取
り
組
み

子
ど
も
の
命
と
人
権
を
守
る
た
め
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
教
育
の
推
進
を
徹
底
し
て
い
く
。

○
盛
岡
市
小
学
校
長
会
会
長　
　
　
有
馬　
　
賢
様

　
コ
ロ
ナ
の
制
限
無
し
の
教
育
計
画
に
よ
り
、
児
童

一
人
一
人
の
個
別
最
適
な
学
び
の
実
現
化
を
目
指
し

岩
手
の
教
育
を
し
っ
か
り
受
け
継
ぎ
発
展
さ
せ
て
い

き
た
い
。

―
来
賓
紹
介
―

○
盛
岡
市
中
学
校
長
会
会
長
代
理

　
　
総
務
部
長　
　
　
　
　
　
　
　
星　
　
和
子
様

○
岩
手
県
退
職
公
務
員
連
盟
盛
岡
支
部
長
代
理

　
　
副
支
部
長

木
村　
昂
史
様

５
　
議
長
選
出

　
　
齊
藤　
眞
理
子
氏

６
　
議
事
録
署
名
委
員
委
嘱

　
　
富
谷　
行
雄
氏

　
　
佐
藤　
典
子
氏

　
　
書
記
指
名

　
　
林　
勢
津
子
理
事

　
　
山
口　
道
明
理
事

７
　
報
　
告

⑴　
令
和
６
年
度
会
務
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告

　
平
政
光
事
務
局
長
が
会
務
報
告
を
、
佐
々
木
則
子

経
理
部
長
が
収
支
決
算
報
告
を
行
っ
た
。

⑵　
令
和
６
年
度
会
計
監
査
報
告

樋
下
照
男
監
事
が
、
会
計
は
適
正
に
処
理
さ
れ
て

い
る
旨
の
監
査
報
告
を
し
た
。

８
　
議
　
事

第
１
号
議
案
「
令
和
６
年
度
会
務
報
告
及
び
収
支

決
算
書
の
承
認
に
つ
い
て
」
は
承
認
さ
れ
た
。

　
こ
こ
で
進
行
動
議
と
し
て
、
事
務
局
長
か
ら
、
第

４
号
議
案
「
役
員
選
出
」
に
あ
た
り
、
選
考
委
員
会

の
開
催
が
提
案
さ
れ
た
。
選
考
委
員
、
千
葉
仁
一
氏

︵
第
６
班
︶、
小
野
寺
く
に
氏
︵
第
20
班
︶、
川
上
良

治
氏
︵
第
25
班
︶、
菊
池
直
氏
︵
第
30
―
１
班
︶、
阿

部
道
子
氏
︵︵
第
33

班
︶
の
５
名
と
小
笠

原
章
理
事
は
議
場
を

退
席
し
て
廊
下
に
移

動
す
る
。

第
２
号
議
案
「
令

和
７
年
度
活
動
方
針

並
び
に
事
業
計
画

︵
案
︶
に
つ
い
て
」

第
３
号
議
案
「
令

和
７
年
度
収
支
予
算

︵
案
︶
に
つ
い
て
」

吉川会長

齊藤眞理子議長総会会場の様子

令
和
７
年
度
　
盛
岡
地
区
会
定
期
総
会

　
　
　
日
　
時
　
　
令
和
７
年
５
月
17
日（
土
）　
15
時
〜
16
時
50
分

　
　
　
会
　
場
　
　
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
　
参
加
者
54
名
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第
４
号
議
案
「
令
和
７
年
度
役
員
選
出
︵
案
︶
に

つ
い
て
」

　
役
員
選
考
委
員
長
の
千
葉
仁
一
氏
よ
り
本
会
規
約

第
５
条
に
則
り
、
会
長
、
副
会
長
、
監
事
が
提
案
さ

れ
た
。
会
長
に
吉
川
健
次
氏
、
副
会
長
に
菅
原
壽
氏

監
事
に
千
葉
史
夫
氏
、樋
下
照
男
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

任
期
は
平
成
７
・
８
年
度
の
２
か
年
で
あ
る
。

第
５
号
議
案

　
「
班
の
再
編
成
︵
合
併
︶
案
に
つ
い
て
」

第
６
号
議
案

　
「
こ
の
指
と
~
ま
れ
」
事
業
︵
案
︶
に
つ
い
て

第
７
号
議
案

　
「
平
和
を
考
え
る
絵
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︵
案
︶
に

つ
い
て
」

９
　
そ
の
他

　
①
会
長
挨
拶
及
び
役
員
の
委
嘱

　
役
員
一
覧
の
紙
面
を
以
っ
て
今
年
度
の
役
員
の
委

嘱
が
な
さ
れ
た
。
顧
問
の
西
村
倬
郎
氏
、
佐
瀬
壽
朗

氏
、
木
村
幸
治
氏
の
紹
介
に
続
き
、
新
任
理
事
の
熊

谷
幸
一
総
務
部
長
、
熊
谷
雅
英
厚
生
部
長
、
佐
藤
精

晋
研
修
部
員
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　
本
年
度
の
役
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
。︵
敬
称
略
︶

○
顧
問

:
西
村
倬
郎
、
佐
瀬
壽
朗
、
木
村
幸
治

○
会
長

:
吉
川
健
次

○
副
会
長
:
菅
原
壽

○
監
事

:
千
葉
史
夫
、
樋
下
照
男

○
理
事

・
総
務
部
:
熊
谷
幸
一
︵
部
長
︶、
舘
澤
卓
宏
︵
県

事
務
局
長
︶、
大
西
洋
悦
︵
県
事
務
局

次
長
︶、
平
政
光
︵
事
務
局
長
︶、
小
笠

原
章
︵
事
務
局
次
長
︶

・
研
修
部
:
篠
田
宜
道
︵
部
長
︶、
林
勢
津
子
、
陳

ケ
岡
安
雄
、
佐
賀
敏
子
、
佐
藤
精
晋

・
厚
生
部
:
熊
谷
雅
英
︵
部
長
︶、
鳥
羽
真
喜
子

・
経
理
部
:
佐
々
木
則
子
︵
部
長
︶、
山
口
道
明

　
新
班
長
に
つ
い
て
は
議
案
書
の
盛
岡
地
区
会
組
織

一
覧
の
通
り
で
、来
週
の
班
長
会
で
再
度
紹
介
す
る
。

　
②
退
任
理
事
の
紹
介
及
び
感
謝
状
贈
呈

　

退
任
さ
れ
る
総
務
部
長
の

澤
村
憲
照
氏
へ
会
長
よ
り
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。︵
下

記
写
真
︶
澤
村
氏
は
事
務
局

長
９
年
、
総
務
部
長
２
年
の

計
11
年
間
理
事
と
し
て
ご
活

躍
さ
れ
た
。

10
　
諸
連
絡

11
　
閉
会
の
言
葉

　
　
菅
原　
壽　
副
会
長

　
新
会
員
歓
迎
親
睦
会
　
参
加
者
42
名

　
定
期
総
会
終
了
後
、
サ
ン
セ
ー
ル
内
の
別
室
に
会

場
を
移
し
、
令
和
７
年
度
新
会
員
歓
迎
親
睦
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　
新
会
員
７
名
と
来
賓
２
名
を
迎
え
総
勢
42
名
で
の

親
睦
会
は
、
和
気
藹
藹
の
雰
囲
気
の
中
お
酒
を
酌
み

交
わ
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

　

会
の
進
行
は
厚
生
部
の
熊
谷
雅
英
部
長
︵
新
任
︶

と
鳥
羽
真
喜
子
理
事
が
担
当
し
、
菅
原
壽
副
会
長
の

開
会
の
こ
と
ば
に
続
き
吉
川
健
次
会
長
か
ら
歓
迎
の

挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
「
新
会
員
に
な
ら
れ
た
17
名
の
皆
さ
ん
、
よ
う
こ

そ
退
職
校
長
会
へ
。
本
日
は
そ
の
う
ち
７
名
に
ご
参

加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
歓
迎
の
意

を
込
め
楽
し
く
大
い
に
飲
み
た
い
も
の
で
す
。

　

私
は
研
修
部
長
と
し
て
役
員
に
入
り
、
一
昨
年
、

昨
年
と
会
長
を
務
め
て
き
ま
し
た
。
会
で
は
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
新
し
く
入
ら
れ
た
方

も
進
ん
で
活
動
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
岩
手
県
退
職
校
長
会
の
一
員
と

し
て
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」

○
新
会
員
紹
介

　

出
席
さ
れ
た
新
会
員

７
名
は
壇
上
で
紹
介
さ

れ
、
そ
の
後
の
ス
ピ
ー

チ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
現
況

や
こ
れ
か
ら
の
抱
負
等

を
話
さ
れ
た
。

　

乾
杯
は
、
岩
手
県
退

職
公
務
員
連
盟
盛
岡
支

部
副
支
部
長
の
木
村
昂

史
様
に
お
願
い
し
た
。

　

懇
談
は
７
卓
の
テ
ー

ブ
ル
を
移
動
し
な
が

ら
、
懐
か
し
い
仲
間
と

の
歓
談
や
新
会
員
へ
の

激
励
な
ど
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
親
睦
を
深

め
つ
つ
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
。歓
談
の
終
盤
に「
み

ん
な
で
歌
い
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
歌
の
時
間
が
設
け

ら
れ
た
。
今
年
も
西
郷
晃
氏
の
ギ
タ
ー
で
歌「
乾
杯
」

が
披
露
さ
れ
、「
乾
杯
・
・
・
」
の
部
分
は
、
皆
さ

ん
で
声
を
合
わ
せ
て
乾
杯

し
た
。
そ
れ
に
引
き
続
い

て
全
員
で
﹃
青
い
山
脈
﹄

﹃
昴す
ば
る﹄

を
声
高
ら
か
に
歌

い
上
げ
た
。

　
最
後
は
木
村
幸
治
顧
問

の
万
歳
三
唱
で
新
た
な
年

度
へ
の
決
意
を
込
め
て
閉

会
と
な
っ
た
。

新会員、左から、前川岳詩氏、加藤暢之氏、杉本光生氏、
高畑嗣人氏、三浦隆氏、泉澤毅氏、中村幸子氏歌のステージ
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令
和
７
年
度　

第
１
回
班
長
会

　
　
日
時
　
令
和
７
年
５
月
23
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
時
〜
11
時
30
分

　
　
会
場
　
中
央
公
民
館
　
参
加
者
47
名

　
第
１
回
班
長
会
は
、
先
に
行
わ
れ
た
盛
岡
地
区
会

定
期
総
会
の
内
容
を
最
前
線
で
活
動
す
る
班
長
各
位

に
共
通
理
解
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
る
。

１
　
開
会
の
こ
と
ば　
菅
原　
壽
副
会
長

２
　
挨
拶　
　
　
　
　
吉
川　
健
次
会
長

　

本
日
ご
出
席

の
方
の
中
に
は
、

県
の
定
期
総
会
、

盛
岡
地
区
会
定

期
総
会
と
３
回

も
お
出
で
に

な
っ
て
い
る
班

長
さ
ん
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年

度
は
役
員
改
選

の
年
で
し
た
。
新
部
長
と
し
て
、
熊
谷
幸
一
総
務
部

長
、
熊
谷
雅
英
厚
生
部
長
、
そ
し
て
、
佐
藤
精
晋
研

修
部
員
の
３
名
が
新
し
い
役
員
と
な
り
ま
し
た
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
新
し
く
班
長
に
な
ら
れ
た
方
は
12
名
で
す
。
班
長

さ
ん
は
、
本
部
役
員
と
会
員
と
を
つ
な
ぐ
大
切
な
役

職
で
す
。
会
報
等
を
配
付
し
な
が
ら
、
会
員
の
動
向

を
つ
か
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
他
地
区
で
は
孤
独
死

さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
世
間

話
で
も
結
構
で
す
の
で
、
連
携
を
密
に
と
っ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

　
今
年
は
、
結
成
60
周
年
記
念
大
会
と
し
て
第
51
回

県
研
修
・
親
睦
会
「
盛
岡
大
会
」
が
、
９
月
18
・
19

日
に
つ
な
ぎ
温
泉
ホ
テ
ル
紫
苑
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

班
長
さ
ん
に
は
実
行
委
員
と
し
て
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
班
長
さ
ん
に
は
会
費
の
集
金

を
は
じ
め
「
平
和
を
考
え
る
絵
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
寄
付
金
の
集
金
と
大
変
ご
苦
労
を
お
か
け
し
ま
し

た
。
寄
付
金
で
小
学
校
へ
、
そ
し
て
中
学
校
へ
の
絵

本
の
配
付
も
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
盛
岡
地
区
会
の
会
員
数
は
、
新
入
会
員
17
名
を
加

え
て
、
４
４
６
名
で
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。
会

員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
今
年
度
の
活
動
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
７
月
の
日
本
教
育
会
盛
岡

地
区
会
と
の
共
催
で
の
「
合
同
研
修
会
・
親
睦
会
」、

10
月
の
「
こ
の
指
と
~
ま
れ
」
事
業
、11
月
の
研
修・

慶
祝
会
。
班
長
さ
ん
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
ご
参
加

で
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

３
　
新
任
班
長
の
紹
介
並
び
に
委
嘱
、
役
員
紹
介

　
今
年
度
の
新
班
長
が
紹
介
・
委
嘱
さ
れ
た
。

○
田
村
忠
氏
︵
１
班
︶、
富
谷
行
雄
氏
︵
10
班
︶、
小

岩
和
彦
氏
︵
11
―
１
班
︶、
熊
谷
哲
也
氏
︵
11
―
２

班
︶、今
野
吉
章
氏︵
19
班
︶、宮
野
光
一
氏︵
24
班
︶、

中
村
庄
藏
氏︵
28
班
︶、佐
々
木
健
氏︵
30
―
２
班
︶、

工
藤
寿
夫
氏
︵
30
―
３
班
︶、鈴
木
亨
︵
30
―
４
班
︶、

吉
田
昌
陽
氏
︵
34
班
︶、
佐
藤
孝
氏
︵
35
班
︶、

　
以
上
12
名
。

　

続
い
て
、
今
年
度
の

役
員
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

︵
定
期
総
会
の
役
員
委

嘱
の
欄
参
照
︶

４
　
司
会
者
選
出

　
小
野
寺
く
に
氏

５
　
令
和
６
年
度
会
務
報
告

６
　
協
議

⑴
令
和
７
年
度
活
動
方
針
及
び
事
業
計
画
に
つ
い
て

⑵
班
組
織
の
確
認
と
会
員
数
、
新
入
会
員
等
に
つ
い

て
⑶
盛
岡
地
区
会
の
当
面
の
課
題
に
つ
い
て

⑷
平
和
を
考
え
る
絵
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

⑸
日
本
教
育
会
岩
手
県
支
部
盛
岡
地
区
会
と
の
合
同

研
修
に
つ
い
て

⑹
「
こ
の
指
と
~
ま
れ
」
事
業
に
つ
い
て

⑺
結
成
60
周
年
記
念
大
会
第
51
回
県
研
修
・
親
睦
会

「
盛
岡
大
会
」
に
つ
い
て

・
大
会
の
概
要
と
拡
大
実
行
委
員
会
の
開
催
に
つ
い

て
⑻
そ
の
他
︵
各
班
の
現
状
と
課
題
︶

○
協
議
・
・
・
協
議
内
容
は
先
日
の
盛
岡
地
区
会
定

期
総
会
で
承
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
各
部
か
ら
の

提
案
内
容
を
確
認
し
て
追
認
し
た
。

○
免
除
会
員
に
関
し
て
・
・
・
平
事
務
局
長
か
ら
ま

ず
は
事
務
局
へ
相
談
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
健

康
面
と
か
ご
家
族
と
の
相
談
を
経
て
理
事
会
で
協

議
し
対
応
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

○
平
和
を
考
え
る
絵
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
募
金
状
況

に
つ
い
て
・
・
・
本
日
ま
で
で
今
年
度
の
必
要
経

費
に
到
達
し
て
い
る
。
今
後
の
状
況
に
よ
っ
て
は

中
学
校
へ
の
贈
呈
等
検
討
し
て
い
く
。
以
降
の
経

過
や
取
り
組
み
つ
い
て
は
「
盛
岡
会
だ
よ
り
」
で

報
告
す
る
。

７
　
連
絡
事
項
︵
配
付
物
︶
の
確
認

８
　
閉
会
の
こ
と
ば　
　
菅
原　
壽
副
会
長

小野寺くに氏

会長挨拶の様子
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年
間
の
感
謝
、
そ
し
て
新
た
な
一
歩

　
　
　
　
　
　
　
第
３
班　
久　
慈　
　
　
孝

　
こ
れ
ま
で
教
育
の
現
場
に
携

わ
り
、
多
く
の
生
徒
、
保
護
者
、

同
僚
の
皆
様
と
と
も
に
歩
ん
で

き
ま
し
た
。
こ
の
38
年
間
、
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
お
か
げ
で
、
充
実
し
た

日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
の
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
４
月
か
ら
一
般
社
団
法
人
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か

し
つ
つ
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
縁
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
新

し
い
環
境
で
自
分
自
身
を
さ
ら
に
成
長
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
へ
の
感
謝
を
胸
に
、
新
た

な
道
を
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
気
持
ち
で第

７
班　
小
野
寺　
　
　
満

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
皆
様
に
、

ご
指
導
・
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

無
事
役
職
定
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
、
お

力
添
え
を
賜
り
ま
し
た
全
て
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
、
盛
岡
市
立
仙
北
中
学
校
教
諭
と
し

て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
拠
点
校
指
導
教
員

と
の
役
目
を
い
た
だ
き
、
盛
岡
市
立
乙
部
中
学
校
、

滝
沢
市
立
滝
沢
第
二
中
学
校
の
計
３
校
に
て
、
初
任

者
の
指
導
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
教
職
の
道
を
歩
み
始
め
た
若
き
走
者
達
が
、
自
分

ら
し
く
自
走
し
て
い
け
る
よ
う
、
支
援
・
指
導
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
た
な
出
会
い
の
中
で

第
12
班　
佐　
藤　
　
　
勤

昭
和
62
年
よ
り
38
年
間
、
た

く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
教
員
生
活
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

多
く
の
皆
様
と
の
出
会
い
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
加
賀
野
児
童
・
老
人
・
地
域
活
動
セ

ン
タ
ー
の
副
所
長
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
施
設
利
用
者
へ
の
対
応
、
施
設
管
理
や
地
域
の

老
人
ク
ラ
ブ
の
事
務
局
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
の
事
務
局
等
、
慣
れ
る
ま
で
に
少
々
お
時
間
を

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
こ
の
出
会
い

を
大
切
に
し
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
力
を

注
い
で
ま
い
り
ま
す
。
岩
手
県
公
立
学
校
退
職
校
長

会
の
皆
様
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
へ
の
新
た
な
か
か
わ
り

第
14
―
１
班　
飯　
岡　
竜
太
郎

　
こ
の
度
、
38
年
間
の
教
員
生

活
を
何
と
か
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
初
任
の
頃
か
ら
を

振
り
返
り
ま
す
と
、
先
輩
の

方
々
を
は
じ
め
、
多
く
の
周
り
の
皆
様
に
迷
惑
を
か

け
通
し
で
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
、
自
分
な
り
に
ひ

た
む
き
に
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
日
々
反
省
の
毎
日
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
子

供
た
ち
の
人
生
の
一
部
分
に
か
か
わ
れ
た
こ
と
は
、

大
き
な
喜
び
で
あ
り
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
、
盛
岡
大
学
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
教
育
へ
の
か
か
わ
り
と
し
て
、
つ
た
な
い
な

が
ら
も
教
育
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
を
生
か
し
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
を
担
う
教
員
志
望
の
学
生

に
、
教
職
の
魅
力
や
や
り
が
い
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

﹃
恩
返
し
﹄

第
16
班　
泉　
澤　
　
　
毅

　
こ
れ
ま
で
の
教
員
生
活
に
お

い
て
、
様
々
な
方
々
か
ら
ご
指

導
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
何
と

か
そ
の
生
活
に
も
一
区
切
り
の

終
止
符
を
打
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
は
感
謝
の

気
持
ち
と
、
残
り
の
人
生
を
ど
う
歩
ん
で
行
け
ば
良

い
の
か
と
の
不
安
な
気
持
ち
が
入
り
交
じ
っ
て
い
る

の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
ん
な
折
、
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
退
職
校
長

会
の
一
員
に
加
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
本
当

に
心
強
い
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

　
４
月
よ
り
盛
岡
市
中
央
公
民
館
で
勤
務
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
経
験
豊
富
な
諸
先
輩
方
か
ら

様
々
学
び
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
い
た
だ
い
た
恩
を

少
し
ず
つ
で
も
返
し
て
参
り
た
い
と
気
持
ち
を
新
た

に
し
て
お
り
ま
す
。

﹁
教
職
の
魅
力
﹂
を
次
代
へ

第
18
班　
三　
浦　
　
　
隆

　
教
員
生
活
の
38
年
間
は
、
困

難
な
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
時
々
の
課
題
に
一
所

懸
命
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
達

の
活
躍
と
成
長
に
触
れ
な
が
ら
、
教
員
と
し
て
の
や

り
が
い
や
面
白
さ
を
都
度
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
の

お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

新
入
会
員
か
ら
ひ
と
こ
と

新
入
会
員
か
ら
ひ
と
こ
と

38
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４
月
か
ら
は
、
岩
手
大
学
教
職
大
学
院
で
、
学
部

卒
と
現
職
の
両
方
の
院
生
を
相
手
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
自
分
が
経
験
し
た
教
職
の
醍
醐
味
を
伝
え

つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
岩
手
の
教
育
を
リ
ー
ド
す
る
教

員
の
育
成
に
資
す
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
か
ら
の
ご
指

導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
気
持
ち
で
、
新
し
い
道
を

第
20
班　
中　
村　
幸　
子

　
多
く
の
か
た
が
た
の
ご
指
導

と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
36
年

間
の
教
員
生
活
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

出
会
い
や
経
験
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
喜
び
や
感
動
、

温
か
い
お
心
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
学
校
の
先
生

に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
い
う
思
い
で
、
教
員
最
後
の

日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
全
て
の
方
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
、
盛
岡
市
中
央
公
民
館
に
勤
務
し
て

お
り
ま
す
。
社
会
教
育
と
い
う
新
た
な
分
野
で
の
経

験
を
通
し
て
、
自
分
も
成
長
で
き
る
よ
う
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
新
し
い
気
持
ち
で
、
新
し
い
道
を
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

第
20
班　
高　
畑　
嗣　
人

　
昭
和
62
年
４
月
に
新
採
用
教

員
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
以

来
、
た
く
さ
ん
の
諸
先
輩
方
か

ら
の
ご
指
導
と
同
期
、
後
輩
の

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
38
年
間
の
教
員

生
活
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
保
護

者
、
地
域
の
方
々
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
全
て
の
方
々
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
４
月
か
ら
、
盛
岡
市
見
前
地
区
公
民
館
長
と
し
て

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
お
り
ま
す
。
縁
あ
っ
て

高
校
か
ら
実
家
の
あ
っ
た
慣
れ
親
し
ん
だ
地
域
に
恩

返
し
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
明
る
く
元
気

い
っ
ぱ
い
の
利
用
者
の
方
々
の
た
め
、
心
を
尽
く
し

て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。学

ぶ
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

第
23
班　
長　
島　
香
乃
子

　
私
の
教
員
生
活
は
、
た
く
さ

ん
の
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
過
ご
し
た
37
年
間
で

あ
っ
た
こ
と
を
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。
教
員
生
活
を
思
い
出
す
た
び
に
感
謝
の
思
い

で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
４
月
か
ら
、
盛
岡
大
学
教
員
養
成
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
相
談
員
と
し
て
、
教
員
を
目
指
す
学
生
さ
ん

と
一
緒
に
、
数
学
・
理
科
の
問
題
や
面
接
練
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
教
員
に
な
り
た
い
と
い
う
強
い

思
い
を
も
っ
た
学
生
さ
ん
た
ち
の
パ
ワ
ー
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
学
ぶ
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

精
進
し
、
自
分
自
身
を
よ
り
成
長
さ
せ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

初
心
に
返
っ
て第

30
―
４
班　
伊　
藤　
茂　
美

　
役
職
定
年
後
の
生
活
を
思
い

悩
ん
で
い
た
時
、
病
休
職
員
の

代
わ
り
に
数
か
月
、
算
数
の
授

業
を
受
け
持
っ
た
。
当
初
の
不

安
を
よ
そ
に
日
々
の
授
業
準
備
は
楽
し
く
、
児
童
の

反
応
を
考
え
な
が
ら
の
教
材
制
作
に
心
が
躍
っ
た
。

「
自
分
の
生
き
る
場
所
は
教
室
な
の
だ
。」
と
の
思
い

が
固
ま
り
、
常
勤
教
諭
の
道
を
決
め
た
。

　

４
月
か
ら
の
勤
務
地
は
滝
沢
市
立
滝
沢
中
学
校

で
、
学
年
主
任
と
週
15
時
間
の
数
学
授
業
が
校
務
分

掌
と
な
っ
た
。
久
し
ぶ
り
の
中
学
校
現
場
で
あ
り
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
等
、
慣
れ
な
い
こ
と
は
多

い
が
、
若
い
担
任
団
と
連
携
し
て
学
年
経
営
に
あ
た

る
日
々
は
充
実
し
て
い
る
。
残
り
２
年
間
、
本
当
の

退
職
ま
で
初
心
を
忘
れ
ず
に
業
務
に
あ
た
り
た
い
。

　
　
　感

謝
の
思
い
と
更
な
る
成
長
を
目
指
し
て

第
31
―
１
班　
竹　
花　
正
太
郎

　
昭
和
63
年
４
月
、
沢
内
村
立

沢
内
第
一
小
学
校
勤
務
か
ら
教

員
人
生
が
ス
タ
ー
ト
し
、
最
後

の
盛
岡
市
立
北
厨
川
小
学
校
を

含
め
５
ブ
ロ
ッ
ク
６
地
区
で
多
く
の
方
々
か
ら
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
は
盛
岡
市
西
部
公
民
館
で
社
会
教
育
指
導
員

兼
専
門
支
援
員
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
い
た
だ
い
た
ご
支
援
と
ご
教
示
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
教
員
と
し
て
の
経
験
を
活
か
し
て
利
用
者

の
方
々
や
児
童
生
徒
た
ち
と
関
わ
っ
て
参
る
所
存
で

す
。

　
新
た
な
る
気
持
ち
で
使
命
感
を
も
ち
、
更
に
自
身

の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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特
別
支
援
教
育
充
実
の
た
め
に

第
32
班　
杉　
本　
光　
生

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
皆
様
の
ご

指
導
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

36
年
間
の
教
員
生
活
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
世
話

に
な
っ
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
、
盛
岡
市
教
育
研
究
所
の
専
門
研
究

員
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
と
違
い
、

目
の
前
に
子
ど
も
た
ち
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
引
き
続

き
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を

嬉
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
盛
岡
市
の
特
別
支
援
教
育
の
更
な
る
充
実
を
目
指

し
、
微
力
な
が
ら
精
一
杯
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

再
び
教
壇
に
立
っ
て

第
33
班　
小　
石　
孝　
紀

　
こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
多
く
の

皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
い

た
だ
き
な
が
ら
37
年
間
の
教
員

生
活
を
終
え
、
役
職
定
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様

に
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
、
盛
岡
市
立
見
前
中
学
校
で
再
任
用

短
時
間
勤
務
教
員
と
し
て
、
初
任
者
指
導
に
携
わ
る

と
同
時
に
自
ら
も
国
語
科
の
授
業
を
実
践
し
て
お
り

ま
す
。
日
々
、
初
任
の
頃
に
感
じ
た
新
鮮
な
気
持
ち

で
生
徒
た
ち
と
向
き
合
い
、
授
業
を
通
し
て
、
将
来

に
役
立
つ
国
語
力
の
育
成
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
中

学
生
か
ら
こ
ち
ら
が
パ
ワ
ー
を
も
ら
う
充
実
し
た
毎

日
で
す
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に

第
34
班　
前　
川　
岳　
詩

　
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
指

導
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
38

年
間
の
教
員
生
活
を
務
め
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
世

話
い
た
だ
い
た
方
々
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
４
月
か
ら
は
、
太
田
幼
稚
園
に
園
長
と
し
て
勤
務

し
て
お
り
ま
す
。
太
田
は
初
任
校
・
太
田
東
小
学
校

以
来
の
勤
務
で
、
再
び
当
地
の
教
育
に
携
わ
れ
る
こ

と
に
ご
縁
と
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
日
々
、
発

見
と
勉
強
、
そ
し
て
感
動
が
あ
り
、
充
実
し
た
毎
日

で
す
。
幼
小
の
連
携
促
進
や
幼
児
教
育
の
向
上
、
公

立
幼
稚
園
と
し
て
の
使
命
の
全
う
を
め
ざ
し
、
感
謝

の
思
い
を
胸
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

と
も
ご
指
導
の
程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

報
恩
謝
徳
の
思
い第

34
班　
加　
藤　
暢　
之

　
令
和
４
年
度
末
、
盛
岡
市
立

米
内
小
学
校
を
最
後
に
退
職
し

ま
し
た
。
在
任
中
、
多
く
の
皆

様
か
ら
公
私
に
わ
た
り
、
格
別

の
ご
指
導
と
ご
厚
情
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
35
年
間
の
教
員
生
活
を
無

事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
退
職
後
の
令
和
５
年
度
か
ら
、
二
戸
市
教
育
委
員

会
の
教
育
長
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
教

育
の
充
実
と
発
展
に
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
た
い

と
、
誠
心
誠
意
努
力
の
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
は
60
歳
を
節
目
に
本
会
に
入
会
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
よ
り
一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

子
ど
も
の
未
来
の
た
め

事
務
局
直
属　
八
重
樫　
深　
雪

　

３
月
に
還
暦
の
集
ま
り
に

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
多
く
の

同
級
生
が
退
職
、
そ
し
て
再
任

用
を
迎
え
る
中
、
女
性
が
一
つ

の
職
に
長
年
従
事
す
る
こ
と
の
難
し
さ
や
誇
ら
し
さ

を
感
じ
て
参
り
ま
し
た
。こ
れ
も
、こ
れ
ま
で
出
会
っ

た
多
く
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
の
お
か
げ
で

す
。
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
、
盛
岡
白
百
合
学
園
幼
稚
園
に
勤
務

し
て
お
り
ま
す
。
小
学
校
と
幼
稚
園
の
違
い
、
公
立

学
校
と
私
立
学
校
の
違
い
な
ど
、
様
々
な
違
い
に
戸

惑
う
と
共
に
、
新
た
な
気
づ
き
や
発
見
が
多
い
中
、

〝
子
ど
も
の
未
来
の
た
め
〟
と
い
う
の
は
、
共
通
し

て
お
り
ま
す
。心
新
た
に
精
一
杯
努
め
て
参
り
ま
す
。

新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ

事
務
局
直
属　
川　
越　
浩　
子

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々
に
ご

指
導
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

38
年
間
の
教
員
生
活
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
世
話

に
な
っ
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
次
は
、
在
職
中
に
取
得
し
た
公
認
心
理
師
の
資
格

を
活
か
し
て
子
供
達
や
先
生
方
に
寄
り
添
い
た
い
と

「
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
学
び
を
つ
な
ぐ
ま
ち
」
大

槌
町
で
、
定
住
支
援
員
と
し
て
不
登
校
の
支
援
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
大
槌
町
に
移
住
し
、
新

し
い
出
会
い
に
ワ
ク
ワ
ク
し
、
ま
た
、
月
に
２
回
葛

巻
町
で
学
校
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
機
会
を
い

た
だ
き
、ど
き
ど
き
す
る
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。




